
インナー大会プレゼン部門 2016 専用企画シート 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

大学・学部・所属ゼミナール名（フリガナ） 

フリガナ）リッショウ フリガナ）ケイザイ フリガナ）カワグチ 

立正大学 経済学部 川口ゼミ 

 

※チーム名は参加申込書に記入した名称を記入してください。 

チーム名（フリガナ） 代表者名（フリガナ） 
チーム人数 

（代表者含む） 

PPT動画 

（有・無） 

フリガナ）カワグチゼミ C チーム フリガナ）シンヤ ハルナ 

6 無 
川口ゼミ C チーム 新屋 晴菜 

 

研究テーマ（発表タイトル） 

技術者の人手不足～育成プログラム～ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 災害による復興作業、東京オリンピック開催等から建設業界に目を向けて、技術者の人手不足について研究しその成果を発

表。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 技術者の減少・高齢化・企業側の募集対象・オリンピック関連施設の建設や災害後の復興作業、増税前の駆け込み需要等

による人手の不足感が現状としてあげられる。対策として、技術者を育成するプログラムを行っている企業があり、国土交通省で

は育成プログラムに対して助成金を与える制度がある。 

３．研究テーマの課題 

 技術者の人手不足を解消するために、育成プログラムを行っている企業がある。しかし、学生側の認知度が低い点が課題として

あげられる。また、企業側はもっと助成金を活用するべきである。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 育成プログラムがあること、内容などをアピールしていく必要がある。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

理系業界に関する意識調査を不特定多数の大学生にアンケート調査。 

育成プログラム認知度調査を不特定多数の大学生にアンケート調査。 

育成プログラムを行っている企業へのヒアリング調査。 

６．結果や今後の取り組み 

 育成プログラムを機能させることで、求人の偏りは減り、会社の存続にも繋がると考えている。 

７．参考文献 

・建設業の現状と今後の課題について（国土交通省） 



 http://www.kensetsu-kikin.or.jp/symposium/110225/02singikan.pdf 

 （参照：平成２３年２月２５日） 

・建設業の離職率（厚生労働省記載されている内容の一部 blog) 

 http://blogs.yahoo.co.jp/guntosi/63336997.html] 

 (参照：平成２４年１１月１２日） 

・建設業の人材確保・育成に向けて（国土交通省、厚生労働省） 

 http://www.mlit.go.jp/common/001087951.pdf 

 （参照：平成２７年４月２４日） 

・事業主の方のための雇用関係助成金（厚生労働省） 

 http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/ 

 （参照：平成２８年４月１日） 

ご協力していただいた企業 ： ヤマギシリフォーム（株） 

 

 

インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となります。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、3 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、「参加メンバー」の変更があった場合、上記「インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項」に記入してください。なお、参加申込書提出時か

らのチーム名変更は「不可」とさせていただきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経BP マーケティン

グ社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 


